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三っの仮読に対するSequentia1Test

田　村　亮　二

§1摩　　　論
確率変数Xが分散駝知，平均未知なる正規分布に從っているとき平均に関する三つの仮読

　　　　　　　　　　　　　　＊
の検定の間題は1949年茅A　Wa1dによって，Sequentia1ana1ys1sの立場から論ぜら牝て

いる。

今多確率変数がPo1sson分布に從っているとき豆んWa1dの間題はどうなるか考察して

みる。

　Xの分布法則を

　　　　　　・丁（・一κ）一exp隻λ）㌦1未矢1・・・・・・…

とする。

　未知常数に関する仮読として，弐の三つを考える。任意に與えら牝た常数aくbに対して

　　H，1λくaを主張する仮読

　　H．l　a≦λ…b　を主張する仮読

　　H．1λ〉bを主張する仮読

この三つの複合仮読H1，H。，H。に対する検定を考える。このような間題は実際に慶々起る

ことで例えば大量生産に於いて品質λがa以下なら市場に出さ底いで廃棄し，aとbの間

ならば値下げを断行して市場に出し，b以上ならそのまま市場に出すという如き。

　このときλに関するPara㎜eter　spaceを五つのzoneに分つ，帥　λ。くaくλ。くλ。くbくλ王

なるλo，λ1，λ2，λ3をとり，

　π1二（λ；λ≦λ・｝．π。＝｛λ；λ・くλくλ、｝；恥＝（λ；λi≦λ≦λ。｝

　π。＝｛λ；λ2くλくλ3｝；π5＝｛λ；λ。≦λ｝

とす。

　π1はH1を探択することを彊く好むzone
　π。はH。，H。の探択ばどちらを強く好むというわげでは1ないがH。を棄却することを彊

　　く好むZOne

　π。はH2を探択することを彊く好むZOne

　π。はH2，亘。の探択はどちらを彊く好むというわげではないがH。を棄却するごとを彊

　　く好むZOne

　π5は亘3を探択するごとを彊く好むZOne

Hi，H。，H。に対するte§tは家の二段階に分つ。

1　λ1…λ。，λ。くλくλ1，λ…λ1なる複合仮読に対するtes七之はλ＝λ。，仁λ1なる箪純仮誘に

　対するSequentia　probabi1ity　ratio　testを行えばよい。之をR1とす。

　　＊A　Wa1d　A　Sequent1al　decls1on　procedure　for　Choos1㎎one　of　three　hypothes1s　concermg

the　unknown　mean　of　a　norma1d1str1but1on　Annals　oポMlath　Stat20　No4（1949）
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2　λ≦λコ，λ2くλくλ、，λ、；…λに対するtestを良、とす。

ごの両者を綜合したH。，民，H！に対するtestをRとしそのru1eを玖の如くきめる。

印ち　　　　　　　　　　R1　　　　　　　　R2　　　　　　　　R

　　　　　　λ＝λ、、を探択且λ＝λ。を探沢一→‘H1を探択

　　　　　　λ＝λ1を探択且λ＝λ2を探択　　亘2を探沢

　　　　　　λ二21を探択且λ二λ。を探択　　　H。を探択

上の外にR。でλ＝λ。を探脈しR。にλ＝λ。を探択する場合が考えら牝るが之は安当的

淀少しの條件の下で決して起らないごとが証明さ牝る。このru1eの下で各仮誘に対する探

択域，更にOC・恥nctionはどうなるか。

§2探択域
　λoくaくλiくλ。くbくλ。　なるλを

ん・1・二・弘／・・ん一・㍍舟一令一（・）

なる1如くとる多

1　R1に於いて多

　んが眞なるときの確率比をカ鋤で表すと

　　　　　　　　　　　　　　物　　　　　　　　、。。（一皿1，l1乞ギ巧・

　　　　　カ乙、、＝　　　　　物　　　　　　　　　　　　イ旦　　ク＝O，1

　　　　　　　　　　　〃あ！
　　　　　　　　　　　1

　　2冷＝X肋　とす牝ば
　　1
　　　　　ム＿θ一榊（λ、一・、）d物
　　　　　　カ・肋

　今第一鼠第二種のerrorをおかす確率をψβとすれば，之に対して　A～1．β、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α
　　　　β
　B～　　　が定り，
　　　1一α

λ＝ム　（多＝O，1）に対するtestは1

　（1）　カ1物；A　ならば，λコλ、を探沢して観測ば刎で終了
　　　カ0刎

　（11）カ吻；…B　ならば多λ：λ。を探択して観測は肋で終了

　　　カ肋

　（n1）Bくカ1物くA　ならば更に刎十1回目の観測を続行。之等をかきなおすと，
　　　　　カ0肋

（i）・一・1ogA吉。慧争一ん」・ぺ1一んを棄却

（・）・一・1ogBキ。慧掌「ん」αぺ1一んを漱

（iii）a肋くX物くr勿、ならば　続行。

となる。

2　R。なる　sequent1a1probab111ty　rat1o　testに於いても杢く同様。

　　（a，β，A，B，）の代りに（を，β，A，B）を用う。

但し（α，β）＝（a，β）は普通殆んど正しいように使用さ加るからごの仮定を用う。
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而るとき，’三つの仮識の探択域は弐の如し。

x㎜

　　　岬◆
　　　　　　　奪

　　　　　　毎
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∬τ・

§3　0C4砥皿砒五⑬皿菌

L（H■λ，R）をλが員なるときRなるSeqむentia1test．の下でH、を探択する確率と・

する。

　叉　λ＝ん　ゑ＝O，1，2，3　を主張する仮読を恥　で表現する。而るとき

RでH、を探駅するのはR、でλ＝λ。畠口’固。を探沢すると去に限るから

　　（i）L（亘■λ，K）＝L（H〉。μ，Ri）

同檬に

　　（ii）　L（H：■λ，R）＝L（H〉3iλ，R2）

　　　　　　　　　　　　＊
而るに，A　Wa1dの基本定理「Sequent1a1probab11ty　rat1o　testがどれかの仮読を探択

して有隈回で観測を終了する確率は1である」により，

　　（iii）　L（H21λ歩R）二1－L（H1lλ，R）一L（H3．1λ，R）

以上ゴつを具体的に表現してOC・funct1onを求めると，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　A仏一1　－
　　　L（軋1んR）一L（H）・1んR・）一Aカr砂、

　　　　但乃1はE（θ幼）＝1の0ならざる根

印ち差。ゼ（）「）伽炉e勢±・

　　　　　　　　　（λrλ。）危十λ＝”

　ゐのいくつカ・の慣に対するλ及L（H11λ，R）を求めると、

　　　ゐ　　　　　　　一〇〇　　　　一1　　　　0　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　λrλ。
　　　λ　　　　　つ。　　　　λ。　　　　　　　λ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ogα

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　109A　　L（H11λ，R）　　　0　　　　　　み　　　　　　　　　1一α
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ogA－1ogB

L（H31λ，R）　に対しては

　　　ゐ　一つo．一101

◎c

O

1

㏄
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　λ。一λコ
　　λ　　　　　　0　　　　λ。　　　　　　　λ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　109α

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一〇gB　　　　・　L（H，1λ，R）　　　O．　　　、　a　　　　・　・　一　1一β
　　　　　　　　　　　　　　　　　　109A－1ogB

（iii）よりL（Hコ1λ，R），も出てくる。之等を図示す牝ば弐の如し。

L（即ん刺

且一α

昨、1剛

確

1’

L（H．1λ司

偉

λ⑱　λコ λ忽　λ魯

以上は主としてPoisson分布に荷して探択域とO・C　fmctionを考え牝が弐にはんS・X

functi㎝更に仮講の数がふえたときはどうかという問題が残されている。

叉確率変数の分布が二弐分布或は分散未知の正規分布のときは同様な方法で解決できる。

　（＊）A　Wa1d　Sequentla1Ana1ys1s1947


